



































判して、哲学者は の身体について今以上に知ら ければなら いし、医師は今以上に人間の心について熟知しなければならないと述べる。人間への関心 高まりは、身体を熟知す 医師と を熟知する哲学者を合一したようなあたらしい人間へのまなざしを要求することになった。
身体と心の双方を備えた人間を出発点とすることで、哲学的に言うならば、心は物理的な世界から峻別された思惟実体ではなくなっ






























































説『アントンライザー』の著者 し も られるカール・フィリップ・モーリッツ、雑誌刊行時はベルリンのギムナジウム 教師をいた。それからハレ大学にて神学および教育学を修 た後、ブラウンシュヴァイク＝ヴォルフェンビュッテル侯国 皇子 教育係のちに




























は、感受状態 いう を基礎とする心理学の枠組みで解明されることに った。「考え」または「感受状態」から出発するヴォルフの経験的心理学がもたらしたインパクトは、事物についての存在論的な本質を問う
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ことなく、日頃われわれが見たり触ったりしているものについて得られる感覚データとしての「感受状態」を基に、物理的な世界を探求する を可能にした点に認めることができるだろう。それは同時に、物理的な実体とは区別された心についてもまた 物体と同様に、心に生じる変化を通じて近づくことができるよ になったことを意味した。
こうしたヴォルフの経験的心理学は、 「経験」という語義の変遷のうちにその影響をはっきりと残している。ヨーハン・ゲオルク・





















スが実験という語 、ヴァルヒの事典で解説されていた、観察や注視 重ねて確実な知識を得る 経験によ へ アプローチの意味で用いているのは明らかだ
心の実験をすすめるために、クリューガースがとった具体的な手段が、心についてのデータの収集であった。その成果は、 『実験心理





















る変化をひとつひとつ観察し、それを積み重ねることであった。クリューガースそしてテーテンスの探求の根底に流れているのは、心と身体の双方 有する人間を考 の対象とするならば、心 考察もまた、身体とは区別された実体として形而上学的に考察するこ はもはやできないというあたらしい人間理解 身体からの変容を受けている心に目を向けようとする態度であった。そのため 選ば たのが、心を観察し注視する経験 いう方法であった。
心に関連する多数の記事を集める『経験心理の学』もまた、ヴォルフの経験的心理学によって拓かれ、クリューガースによって形作ら








こうした記事の目的は、些細な出来事にこそ着目 、それがそ 人 生涯のなかで、大き 意味をもっていたことに気付かせ 個人史
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をとっていた。ここに登場するメンデルスゾーンとはモーゼス・メンデルスゾーンのこ 、モーリッツは、自らが準備している雑誌についてメンデルスゾーンと直に対話をする機会があり、その席でメンデルスゾーンは、刊行準備中の経験心理の学に、心を対象とす 医学としての役割を期待する発言を残し ということになる。 してこのメンデルスゾーンが提案して る病理学、治療学 養生学は、そのまま既に確認した記事の分類 うちの一部へと引き継 れ こ になった。『経験心理の学』が心の医学を目指していたことは、モーリッツが書いた別の告知文からも読み取ることができる。 「人類にとって、身体についての医術よりもさらに必要不可欠である は、いまだ存在してい い心の病の学（
Seelenkrankheitslehre ）でないだろう









この引用から、 『経験心理の学』の目的がはっきりとしてくる。この雑誌は、心 医学を準備するため もの、そして雑誌に集められ



















して考えられていたということにな 。 『経験心理の学』を 精神医学史に位置づける研究が発表されるのも、このような発言を引き受けてのことであろう。
とはいえ、 『経験心理の学』が公刊されていた当時は、心の病についての医学がいまだ確立されていなかったことを思い返す必要があ



































































































































ことよりも悲しんでいるこ の方が長かったこと。仕立屋として仕事を習 覚えたが、しばしば突発的な激昂状態に見舞われ、そしてメランコリーに悩むこともあったこと、わず 借金もあった 、こう た日々 不安 教会での祈 なぐさめていたこと、そして子どもに対してはいつも優しく接していたことなど、この記事を手に取る者は 彼の発症 いたるま 経緯と、普段の彼の性格や お
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必要とする人々には医療を施し、孤児 ち は教育そして仕事 教え、犯罪者には（キリスト教的な）改心と矯正 期待 。収容されていた人々の分化をヴァグニッツは強く求めた。
ヴァグニッツは、さきほどの懲治院の報告書とは別の論考のなかで、懲治院の社会的な役割は人間を改善させる点にあると主張してい












機能するためには、従来のように、危険人物を社会から隔離して強制的に労働させ、聖書の文言を暗記させ頭ごなしに改心させることではその目的は達成しえないと う旧来の懲治院への批判にあったのは明らかだ。人間を改善させるため 、制度や環境 善は当然こと、人間の心を熟知する人材によるケアが必要とヴァグニッツは考え いたといえるだろう
こうした社会改善をめざした動きを考慮にいれてみると 子ども殺しの犯罪者や学校でナイフを振り回す少年のような危険人物が引き
















































にいたるまでの彼の考え、つまりその行為の原因たる主人公の心のうちの方が重要だとす シラーの 張がはっきりと示されている。主人公の心を描き出すために、シラーは主人公ヴォルフの生い立ちから書きはじめてい 。幼少の頃にそ 醜い容姿を嘲笑され続 、最初の盗みを犯し あと、村の共同体への帰属を求め がらも常に排除され続けた主人公の孤独感。窃盗団 迎えられて じめて仲間から慕われること 経験 し、そして密入国者として拘束された時に受けた 間的な扱いにはじめて人の優しさを感じる場面と、初犯 ら殺人を犯しそして処刑されるまで 主人公の気持ち 変化に重点を置い 小説としてシラー まと あげている。
シラーがこのようなタイプの小説を執筆するにあたって参考にしたジャンルがふたつある。ひとつは当時 悪漢小説である。シラーの













をひきおこした動機 ひとつの物語として提供す 読 物と て受け入れられていた。
18
犯罪者の人生の記録が、小説と同じように一般の読者を魅了することに着目したのが、シラーであった。シラーはこの判例集を読み物









あった。その意味でシラー 『名誉か の犯罪者』は、裁判記録から小説への翻案を自ら実践し みせ ものであったといえるだろう。
そしてまた判例集がな よりもまず ような道徳的に逸脱した人間への読者 関心に応えたジャンルであっ ことを念頭におい



















直訳調の引用を敷延すれば、 『犯罪者たち』の読者は、収録されたどの逸話を読んでも、ある人間が犯罪を犯すまで 心の道程をたどることができるとマイスナーは約束し い ことにな だろ 。これはシラーがピタヴァル 判例集の改訳そして自ら『不名誉から 犯罪者』で実現しよう した効果、つまり犯罪行為では く犯罪を犯すまでのプロセスを読み取らせようとするのと同じ効果を狙ったものといってよい。
あわせて心の病を患う人間たちのエピソードを集めたシュピース編纂による『狂人たちの伝記』も簡単に紹介しておこう。このアンソ
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ロジーには全四巻に一八人の狂人の伝記がおさめられている。それぞれのエピソードの長さは一定しておらず、基にした資料に起因するのであろう、話の込み入り具合もまちまちである。とはいえゴシック小説の人気作家としてしられたシュピースが手がけたアンソロジーは、史実に基づいているとはいえ、なによりも読み物としての質を維持するために創 が加えられていることは明 かだ。例えば、全編にみられる登場人物の会話がセリフとして戯曲風に再構成 れ る箇所は、こうした の跡を顕著に示すものである。
例えば二巻に収録されているユダヤ人女性エステル・Ｌの伝記は、エステルの狂気そのものよりも、そのドラマティックな話の展開に





















割も果たしてい ことをこの引用から読み取ることができるだろう。狂人たちの伝記を読むことで、日常生活に潜む狂気へ陥る要因 知ることができる。その要因 事前に熟知していることで、人々は狂気を回避できるというのだ。しかし小説を読むことで回避でき ような狂気とはどういうものなのであろうか。道徳的な逸脱によって病として可視化され、読書によって予防 きる狂気 はどのような心病なのだろうか。いまいちど一八世紀の人々が抱 た心の病の像につい 確認することにしよう。Ⅴ．心の とその養生
シュピースは、狂人の生涯を編んだ『狂人たちの伝記』に 狂気に陥ることを防ぐ教育的な役割を認めていた。しかしそうした教育的






















るような屋内での仕事や余暇、快適さの証拠である温水の常用、そして暖房の効いた室内環境などである。ティソーは、神経の病が、このような生活環境や生活習慣といった偶発的な要因によって引き起こされるものであると説明する。しかしそれは同時に、神経の病は、食生活や生活リズムの改善によって回復できるものとみなされ いたことを意味していた。心の病は、ちょっとした心の不調のようなものであり、むしろ健常と病の間 は明確な区別はなく、むしろ程度の問題、健常な状態からの逸脱また ズレの度合いのようなも として考えられていたとい こ になるだろう。
ティソーの神経の病の原因についての解説を引き受けるならば、心 病は、そう簡単に完治されない稀な大病ではなく、もっと身近
























生という問題設定がまちがっていたからではない。むしろ『経験心理の学』に集められた伝記、日記、子どもたちの観察記録といった雑多なデータのすべてが、心の養生と う目的に益する経験を提供することになったからである。当時の読者たちは、 『経験心理の学』に収録された記事を読むことで、健常状態から病へのズレ、ちょっとしたことで病を患う心の振幅を敏感に読み取ってい のであり、同時にこの読書経験によって、読者たちは心の養生という実践へと参入 ていったの ある。
養生という形での心へのかかわり、それは具体的には、心の奥へと向かうことであった。 「私たちは、時計の針がまわるところは良く




主張していたことである。時計の機構という比喩 もって語られるよ な行為のメカニズムが働く場として心を眺めることは 判例集や犯罪者の小説を読むことに通じるといえるだろ 。しかしそれではど やって人はこの心の深みへと目を向けること き よう なるのだろうか。「自ら人間の観察者となろうとするものは、自分自身から出発することになる。第一に自分自身の心の歴史を、自分の最もふるい子どもの時分からできるだけ忠実に描き出すこと、もっとも昔の子ども時分の想い出に注意を向けるこ 、何であれ意味なきものと考えてはならない
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いも確かに重要ではあるが 忘れずに確認しておきたい は、自分自身 さえ知りえない、想起によってはじめて語られるような内奥が自分にはあるということ。そして自分の とは決定的に異なり 容易には伺い知るこ できな 別 内奥をもつ存在として他者とい
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Ein Blick, der in die Seele dringt. Diskursanalytische Überlegungen zum Begriff der 
„Seelenkrankheit“ im Magazin zur Erfahrungsseelenkunde (1783-93)
Kotaro YOSHIDA
Im Gegensatz zum dualistischen Menschenbild treten im Laufe des 18. Jahrhunderts 
die bis dahin getrennten Sphären von Körper und Geist in eine Wechselbeziehung. 
Auf der Grundlage dieses Menschbildes bildet sich die neue Symptomatik der 
Seelenkrankheit aus. Das Krankheitsbild der Seelenkrankheit ist allerdings nicht nur das 
Produkt psychologischer, sondern auch philosophischer, religiöser und pädagogischer 
Deutungsmuster. Ziel meines Vortrags ist es, die Vielschichtigkeit dieses Krankheitsbildes 
im Kontext der Diskurse über die Seelenkrankheit des 18. Jahrhunderts zu erkunden. 
Dabei steht eine Reihe von Aufsätzen aus der Zeitschrift Gnothi Sauton – Magazin 
zur Erfahrungsseelenkunde (1783-93) im Mittelpunkt meiner Untersuchung. Darüber 
hinaus sollen auch Textsorten wie Berichte über Zuchthäuser in Deutschland oder die 
Prosaschriften Schillers mit einbezogen werden. Bei der Entstehung des Krankheitsbildes 
der Seelenkrankheit kommt einem spezifischen Blickverfahren eine entscheidende Rolle 
zu, das in die Tiefe der Seele dringt und eine Innengeschichte des Menschen schöpferisch 
erfasst. Am Ende meines Vortrags soll die Wirkung dieser Wahrnehmungsweise am 
Beispiel des institutionalisierten Beobachtungsverhältnisses von Lehrer und Schüler 
erläutert werden. 
